
(57)【要約】

【課題】屈曲角が大きく小型化、特に長手方向寸法を小

さくできる海底ケーブル接続のための自在継手を提供す

ることを目的とする。

【解決手段】第一継手部１０は、引留体の軸体７に対し

外方に順次配された中間部材１１と外部材１２とを有し

、軸体７と中間部材１１が軸体の軸線との直交面内の一

つの軸線まわりに、そして中間部材と外部材とが他の直

角な軸線まわりに回動自在に連結されており、第二継手

部２０は、固定部材２１と可動部材２２とを有し、可動

部材２２と第一継手部１０の外部材１２とが上記固定部

材の回動軸線及びケーブル長手方向に対して直角な軸線

まわりに回動自在に連結されており、固定部材と可動部

材が中空空間を形成していて、テールケーブル４の可撓

部４Ａが中空空間内に収められている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
引 留 体 に よ り 係 留 さ れ た ケ ー ブ ル と 海 中 器 機 と を テ ー ル ケ ー ブ ル を 介 し て 接 続 す る 上 記 引
留 体 と 海 中 器 機 の 間 に 仲 介 し て 両 者 を 屈 曲 自 在 に 連 結 す る 自 在 継 手 に お い て 、 引 留 体 側 の
第 一 継 手 部 と 海 中 器 機 側 の 第 二 継 手 部 と を 有 し 、 第 一 継 手 部 は 、 引 留 体 に 取 り 付 け ら れ て
テ ー ル ケ ー ブ ル 案 内 孔 が 軸 線 上 に 形 成 さ れ た 軸 体 と 、 該 軸 体 に 対 し 半 径 外 方 に 順 次 配 さ れ
た 中 間 部 材 そ し て 外 部 材 と を 有 し 、 上 記 軸 体 と 中 間 部 材 が 軸 体 の 軸 線 と の 直 交 面 に 位 置 す
る 一 つ の 軸 線 ま わ り に 、 そ し て 上 記 中 間 部 材 と 外 部 材 と が 上 記 直 交 面 で の 上 記 一 つ の 軸 線
と 直 角 な 他 の 軸 線 ま わ り に そ れ ぞ れ 回 動 自 在 に 連 結 さ れ て お り 、 第 二 継 手 部 は 、 海 中 器 機
に 取 り 付 け ら れ た 固 定 部 材 と 、 ケ ー ブ ル の 長 手 方 向 と の 直 交 面 内 に 位 置 す る 一 つ の 軸 線 ま
わ り で 上 記 固 定 部 材 に 対 し て 回 動 自 在 に 該 固 定 部 材 と 連 結 さ れ た 可 動 部 材 と を 有 し 、 上 記
第 二 継 手 部 の 可 動 部 材 と 第 一 継 手 部 の 外 部 材 と が 上 記 固 定 部 材 の 回 動 軸 線 及 び ケ ー ブ ル 長
手 方 向 に 対 し て 直 角 な 軸 線 ま わ り に 回 動 自 在 に 連 結 さ れ て お り 、 上 記 固 定 部 材 と 可 動 部 材
の う ち 少 な く と も 可 動 部 材 が ケ ー ブ ル 長 手 方 向 に 貫 通 し た 中 空 空 間 を 形 成 し て い て 、 テ ー
ル ケ ー ブ ル の 可 撓 部 の 少 な く と も 一 部 が 上 記 中 空 空 間 内 に 収 め ら れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 海 底 ケ ー ブ ル 接 続 の た め の 自 在 継 手 。
【 請 求 項 ２ 】
第 二 継 手 部 は 、 固 定 部 材 が 外 輪 そ し て 可 動 部 材 が 該 外 輪 内 に 配 さ れ る 内 輪 を な し 、 外 輪 と
内 輪 が ピ ン 部 材 で 、 該 内 輪 と 第 一 継 手 部 の 外 部 材 が 他 の ピ ン 部 材 で 、 そ れ ぞ れ の ピ ン 部 材
の 軸 線 ま わ り に 回 動 自 在 に 連 結 さ れ て い る こ と と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 海 底 ケ ー ブ ル 接 続
の た め の 自 在 継 手 。
【 請 求 項 ３ 】
第 二 継 手 部 は 、 固 定 部 材 と 可 動 部 材 が ケ ー ブ ル 長 手 方 向 に 離 間 し て 並 設 さ れ た 輪 体 で そ れ
ぞ れ 形 成 さ れ 、 固 定 部 材 と 可 動 部 材 が そ し て 可 動 部 材 と 第 一 継 手 部 の 外 部 材 と が そ れ ぞ れ
ケ ー ブ ル 軸 線 と 平 行 に 設 け ら れ た 複 数 の ロ ッ ド に よ り 連 結 さ れ 、 各 ロ ッ ド は 軸 部 と 球 部 と
を 有 し て い て 軸 部 で 固 定 部 材 と 可 動 部 材 の 一 方 の 部 材 に 、 そ し て 可 動 部 材 と 外 部 材 の 一 方
の 部 材 に 取 り 付 け ら れ 、 球 部 で 回 動 自 在 か つ 軸 方 向 に 摺 動 自 在 に 他 方 の 部 材 で 支 持 さ れ て
い る こ と と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 海 底 ケ ー ブ ル 接 続 の た め の 自 在 継 手 。
【 請 求 項 ４ 】
第 一 継 手 部 と 第 二 継 手 部 は 、 引 留 体 と 海 中 器 機 と に 取 り 付 け ら れ た チ ュ ー ブ 状 可 撓 カ バ ー
に よ り 覆 わ れ て い る こ と と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の う ち の 一 つ に 記 載 の 海 底 ケ ー ブ
ル 接 続 の た め の 自 在 継 手 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 海 底 ケ ー ブ ル 接 続 の た め の 自 在 継 手 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
海 底 ケ ー ブ ル は 端 部 で 引 留 体 に よ り 係 留 さ れ る と 共 に 、 中 継 器 等 の 海 中 器 機 を 介 し て 他 の
海 底 ケ ー ブ ル と 接 続 さ れ て 所 定 長 を 得 る 。 海 底 へ の 敷 設 時 や 海 底 か ら の 回 収 時 に は 、 ケ ー
ブ ル は 船 舶 の 船 首 あ る い は 船 尾 に 設 け ら れ た シ ー ブ や ド ラ ム エ ン ジ ン に 巻 回 支 持 さ れ な が
ら 海 底 へ 送 り 出 さ れ 、 ま た は 引 き 上 げ ら れ る 。 シ ー ブ で の 巻 回 支 持 の 際 、 ケ ー ブ ル は シ ー
ブ に 沿 っ て 湾 曲 自 在 で あ る が 、 海 中 器 機 自 体 や 引 留 体 自 体 は 撓 む こ と が で き な い の で 、 湾
曲 す る ケ ー ブ ル に よ り 大 き な 曲 げ 応 力 を 受 け な い よ う に 、 上 記 海 中 器 機 と 引 留 体 は 自 在 継
手 で 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
か か る 自 在 継 手 は 、 例 え ば 、 実 公 平 ５ － ３ ６ ０ ８ ８ や 特 開 平 １ ０ － ２ ６ ０ ３ ３ １ に 開 示 さ
れ て い る よ う な 、 い わ ゆ る ジ ン バ ル 機 構 を 有 す る も の が 知 ら れ て い る 。 こ の ジ ン バ ル 機 構
は 、 テ ー ル ケ ー ブ ル を 貫 通 案 内 す る 軸 体 が 球 状 部 を 有 し 、 こ の 球 状 部 を 内 輪 部 材 の 内 径 内
に 収 め て 両 者 を 軸 体 軸 線 と 直 交 す る ピ ン で 回 動 自 在 に 結 合 す る と 共 に 、 内 輪 部 材 と こ れ を
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収 め る 外 輪 部 材 と を 上 記 ピ ン そ し て 軸 体 軸 線 と 直 交 す る 他 の ピ ン で 回 動 自 在 に 結 合 し て い
る 。 か く し て 、 軸 体 軸 線 と 直 交 す る 二 軸 ま わ り に 自 在 に 回 動 自 在 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 の 公 知 の ジ ン バ ル 機 構 に あ っ て は 、 ジ ン バ ル 機 構 を 構 成 す る 各 部 材 が
そ の 機 構 上 、 可 動 範 囲 が 限 定 さ れ て お り 、 回 動 角 す な わ ち 屈 曲 角 が あ ま り 大 き く と れ な い
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 上 記 の よ う な ジ ン バ ル 機 構 を ケ ー ブ ル 長 手 方 向 の 二 箇 所 に 設 け た 自 在 継 手 も 知 ら
れ て い る 。 こ う す れ ば 、 両 方 の ジ ン バ ル 機 構 に よ っ て 全 屈 曲 角 は 大 き く 確 保 で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
自 在 継 手 は 、 上 記 二 つ の ジ ン バ ル 機 構 の た め の ス ペ ー ス に 加 え 、 テ ー ル ケ ー ブ ル の 可 撓 部
を 収 め る ス ペ ー ス も 各 々 確 保 せ ね ば な ら な い の で 、 該 自 在 継 手 の 長 手 方 向 寸 法 は 大 き く な
っ て し ま う 。 こ の 寸 法 が 大 き く な る と い う こ と は 、 そ れ だ け 重 量 が 増 大 す る と い う こ と で
あ り 、 敷 設 船 で の 敷 設 機 械 へ の 負 荷 が 大 き く な り 、 又 そ の 操 作 も 困 難 と な る 。 さ ら に は 、
敷 設 船 で の 限 ら れ た 空 間 で の 作 業 性 を 悪 く す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み 、 屈 曲 角 を 大 き く 確 保 で き る と 共 に 長 手 方 向 に 小 寸 法 で
軽 量 化 可 能 な 、 海 底 ケ ー ブ ル 接 続 の た め の 自 在 継 手 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に 係 る 海 底 ケ ー ブ ル 接 続 の た め の 自 在 継 手 は 、 引 留 体 に よ り 係 留 さ れ た ケ ー ブ ル と
海 中 器 機 と を テ ー ル ケ ー ブ ル を 介 し て 接 続 す る 上 記 引 留 体 と 海 中 器 機 の 間 に 仲 介 し て 両 者
を 屈 曲 自 在 に 連 結 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
か か る 自 在 継 手 に お い て 、 本 発 明 で は 、 自 在 継 手 は 引 留 体 側 の 第 一 継 手 部 と 海 中 器 機 側 の
第 二 継 手 部 と を 有 し 、 第 一 継 手 部 は 、 引 留 体 に 取 り 付 け ら れ て テ ー ル ケ ー ブ ル 案 内 孔 が 軸
線 上 に 形 成 さ れ た 軸 体 と 、 該 軸 体 に 対 し 半 径 外 方 に 順 次 配 さ れ た 中 間 部 材 そ し て 外 部 材 と
を 有 し て い る 。 上 記 軸 体 と 中 間 部 材 は 軸 体 の 軸 線 と の 直 交 面 に 位 置 す る 一 つ の 軸 線 ま わ り
に 、 そ し て 上 記 中 間 部 材 と 外 部 材 と は 上 記 直 交 面 で の 上 記 一 つ の 軸 線 と 直 角 な 他 の 軸 線 ま
わ り に そ れ ぞ れ 回 動 自 在 に 連 結 さ れ て い る 。 一 方 第 二 継 手 部 は 、 海 中 器 機 に 取 り 付 け ら れ
た 固 定 部 材 と 、 ケ ー ブ ル の 長 手 方 向 と の 直 交 面 内 に 位 置 す る 一 つ の 軸 線 ま わ り で 上 記 固 定
部 材 に 対 し て 回 動 自 在 に 該 固 定 部 材 と 連 結 さ れ た 可 動 部 材 と を 有 し て い る 。 上 記 第 二 継 手
部 の 可 動 部 材 と 第 一 継 手 部 の 外 部 材 と は 上 記 固 定 部 材 の 回 動 軸 線 及 び ケ ー ブ ル 長 手 方 向 に
対 し て 直 角 な 軸 線 ま わ り に 回 動 自 在 に 連 結 さ れ て い る 。 上 記 固 定 部 材 と 可 動 部 材 の う ち 少
な く と も 可 動 部 材 は ケ ー ブ ル 長 手 方 向 に 貫 通 し た 中 空 空 間 を 形 成 し て い て 、 テ ー ル ケ ー ブ
ル の 可 撓 部 の 少 な く と も 一 部 が 上 記 中 空 空 間 内 に 収 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の よ う な 構 成 の 本 発 明 に よ れ ば 、 ケ ー ブ ル の 長 手 方 向 に 対 し て 直 角 な 面 上 の 任 意 の 軸 線
ま わ り に 、 第 一 継 手 部 と 第 二 継 手 部 の 両 方 で 十 分 に 屈 曲 が 可 能 で あ り 、 両 者 を 合 わ せ た 全
屈 曲 角 は 十 分 に 大 き い 。 し か も 、 第 二 継 手 部 で は 、 可 動 部 材 に 形 成 さ れ た 中 空 空 間 内 に テ
ー ル ケ ー ブ ル の 可 撓 部 の 少 な く と も 一 部 を 収 容 す る の で 、 そ の た め の 空 間 を 上 記 長 手 方 向
の 別 位 置 に 設 け ず と も よ く 、 そ の 分 だ け 装 置 は 上 記 長 手 方 向 で 小 型 化 さ れ る 。 こ れ は 、 通
常 き わ め て 重 量 が 大 き い こ の 種 の 装 置 に と っ て 、 大 幅 な 軽 量 化 を 達 成 す る 。 又 、 ケ ー ブ ル
敷 設 時 あ る い は 引 上 時 の 限 ら れ た 敷 設 船 上 で の ス ペ ー ス に お け る 作 業 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に お い て 、 第 二 継 手 部 は 、 固 定 部 材 が 外 輪 そ し て 可 動 部 材 が 該 外 輪 内 に 配 さ れ る 内
輪 を な し 、 外 輪 と 内 輪 が ピ ン 部 材 で 、 該 内 輪 と 第 一 継 手 部 の 外 部 材 が 他 の ピ ン 部 材 で 、 そ
れ ぞ れ の ピ ン 部 材 の 軸 線 ま わ り に 回 動 自 在 に 連 結 さ れ て い る よ う に す る こ と が で き る 。 こ
の 形 態 は 、 比 較 的 簡 単 な 構 造 で あ る が 、 可 動 部 材 に 形 成 さ れ る 中 空 空 間 は あ ま り 大 き く で
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き な い の で 、 こ こ に 収 容 さ れ る テ ー ル ケ ー ブ ル の 可 撓 部 が 半 径 方 向 に 小 さ い と き に 有 効 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
又 、 本 発 明 に お い て は 、 上 述 の ピ ン 部 材 で 回 動 自 在 と す る 形 態 に 代 え て 、 第 二 継 手 部 は 、
固 定 部 材 と 可 動 部 材 が ケ ー ブ ル 長 手 方 向 に 離 間 し て 並 設 さ れ た 輪 体 で そ れ ぞ れ 形 成 さ れ 、
固 定 部 材 と 可 動 部 材 が そ し て 可 動 部 材 と 第 一 継 手 部 の 外 部 材 と が そ れ ぞ れ ケ ー ブ ル 軸 線 と
平 行 に 設 け ら れ た 複 数 の ロ ッ ド に よ り 連 結 さ れ 、 各 ロ ッ ド は 軸 部 と 球 部 と を 有 し て い て 軸
部 で 固 定 部 材 と 可 動 部 材 の 一 方 の 部 材 に 、 そ し て 可 動 部 材 と 外 部 材 の 一 方 の 部 材 に 取 り 付
け ら れ 、 球 部 で 回 動 自 在 か つ 軸 方 向 に 摺 動 自 在 に 他 方 の 部 材 で 支 持 さ れ て い る よ う に す る
こ と も で き る 。 こ の 形 態 に よ る と 、 構 造 は 若 干 複 雑 に な る が 、 可 動 部 材 の 中 空 空 間 を 大 き
く 確 保 す る こ と が で き る た め 、 こ こ に 収 容 さ れ る テ ー ル ケ ー ブ ル の 可 撓 部 が 半 径 方 向 に 大
き く 形 成 、 例 え ば 、 大 径 で 巻 回 さ れ て い て も 、 十 分 に 収 容 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 で は 、 い ず れ の 形 態 の 場 合 で あ っ て も 、 第 一 継 手 部 と 第 二 継 手 部 は 、 引 留 体 と 海 中
器 機 と に 取 り 付 け ら れ た チ ュ ー ブ 状 可 撓 カ バ ー に よ り 覆 わ れ て 外 部 か ら 保 護 さ れ て い る こ
と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 添 付 図 面 に も と づ き 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
＜ 第 一 実 施 形 態 ＞
図 １ に お い て 、 ケ ー ブ ル 、 例 え ば 光 ケ ー ブ ル １ は 引 留 体 ２ に 係 留 さ れ て お り 、 海 中 器 機 、
例 え ば 中 継 器 ３ か ら の テ ー ル ケ ー ブ ル ４ と 上 記 引 留 体 ２ に て 接 続 さ れ て い る 。 上 記 ケ ー ブ
ル １ 、 テ ー ル ケ ー ブ ル ４ 、 そ し て 引 留 体 ２ 、 さ ら に は そ の 接 続 方 法 は 広 く 知 ら れ て い る と
こ ろ で あ り 、 又 、 本 発 明 の 主 眼 と す る と こ ろ で は な い の で 、 詳 説 は し な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 記 引 留 体 ２ 及 び ケ ー ブ ル １ は ゴ ム モ ー ル ド 体 ５ で 保 持 さ れ 、 中 継 器 ３ は 筒 状 の ハ ウ ジ ン
グ ６ 内 に 収 め ら れ て い る 。 上 記 引 留 体 ２ と ハ ウ ジ ン グ ６ と は 、 第 一 継 手 部 １ ０ と 第 二 継 手
部 ２ ０ と に よ っ て 、 接 続 さ れ て お り 、 両 継 手 部 １ ０ ， ２ ０ の そ れ ぞ れ に お い て 、 ケ ー ブ ル
の 長 手 方 向 に 対 し て 直 角 な 面 で の 二 つ の 直 交 軸 ま わ り に 回 動 自 在 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 引 留 体 ２ は 、 そ の ケ ー ス か ら 軸 線 方 向 に 突 出 す る 軸 体 ７ を 有 し 、 該 軸 体 ７ の 先 端 は 球
頭 部 ８ と な っ て お り 、 該 球 頭 部 ８ は 二 つ の 平 行 な 対 向 せ る 平 坦 面 ８ Ａ を 形 成 す る よ う に 一
部 が 切 り 取 ら れ て い る 。 該 軸 体 ７ に は ケ ー ブ ル 案 内 孔 ９ が 形 成 さ れ て い て 、 こ の ケ ー ブ ル
案 内 孔 ９ を 通 し て テ ー ル ケ ー ブ ル ４ の 先 端 部 が 引 留 体 ２ へ 導 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
第 一 継 手 部 １ ０ は 、 上 記 軸 体 ７ の 球 頭 部 ８ を 支 持 す る リ ン グ 状 の 中 間 部 材 １ １ と 、 こ れ に
外 嵌 さ れ た リ ン グ 状 の 外 部 材 １ ２ と 、 球 頭 部 ８ と 中 間 部 材 １ １ を 回 動 自 在 に 連 結 す る ピ ン
部 材 １ ３ と 、 中 間 部 材 １ １ と 外 部 材 １ ２ を 回 動 自 在 に 連 結 す る ピ ン 部 材 １ ４ と を 有 し て い
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 記 中 間 部 材 １ １ は 、 上 記 球 頭 部 ８ と 同 径 の 円 筒 内 面 部 １ １ Ａ と 上 記 球 頭 部 ８ に 形 成 さ れ
た 対 向 せ る 平 坦 面 ８ Ａ に 摺 接 す る 摺 接 平 坦 面 １ １ Ｂ と を 一 つ の 内 面 と し て 有 し て お り 、 こ
の 内 面 で 形 成 さ れ る 空 間 に 上 記 球 頭 部 ８ を 収 容 し て い る 。 上 記 中 間 部 材 １ １ と 球 頭 部 ８ と
は 、 ケ ー ブ ル の 長 手 方 向 に 対 し て 直 角 な 面 で の 一 つ の 直 径 線 上 に 位 置 す る 一 対 の 上 記 ピ ン
部 材 １ ３ に よ り 、 互 い に 該 ピ ン 部 材 １ ３ の 軸 線 ま わ り に 回 動 自 在 に 連 結 さ れ て い る 。 該 回
動 は 上 記 平 坦 面 ８ Ａ と 摺 接 平 坦 面 １ １ Ｂ と の 間 の で の 摺 接 案 内 の も と に 、 球 頭 部 ８ の 球 外
面 が 円 筒 内 面 部 １ １ Ａ に 転 動 す る よ う に し て な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
一 方 、 中 間 部 材 １ １ と 外 部 材 １ ２ と は 、 上 記 ピ ン 部 材 １ ３ と 直 交 す る 方 向 に 配 さ れ た 他 の
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一 対 の ピ ン 部 材 １ ４ に よ り 、 回 動 自 在 に 連 結 さ れ て い る 。 上 記 中 間 部 材 １ １ と 外 部 材 １ ２
は 、 上 記 球 頭 部 ８ と 中 間 部 材 １ １ と の 場 合 と 同 様 に 、 互 い に 円 滑 に 回 動 せ し め る よ う に 、
中 間 部 材 １ １ の 外 面 が 球 面 と そ れ を 一 部 切 り 取 っ た 平 坦 面 と を 有 し 、 外 部 材 １ ２ の 内 面 に
は 上 記 平 坦 面 を 摺 接 案 内 す る 摺 接 平 坦 面 と 上 記 球 面 の 転 動 を 許 容 す る 円 筒 内 面 部 と が 形 成
さ れ て い る 。 又 、 上 記 外 部 材 １ ２ は 、 第 二 継 手 部 ２ ０ の 方 に 向 け て 延 び な が ら そ の 径 を 若
干 大 き く し て い る ス カ ー ト 部 １ ５ を 有 し 、 該 ス カ ー ト 部 １ ５ か ら は 、 周 方 向 に て 上 記 ピ ン
部 材 １ ４ の 位 置 と 直 角 な 位 置 、 す な わ ち ピ ン 部 材 １ ３ に 対 応 す る 位 置 で 、 延 長 腕 部 １ ６ が
軸 線 方 向 に 延 長 し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
第 二 継 手 部 ２ ０ は 、 中 継 器 ３ 用 の ハ ウ ジ ン グ ６ に 螺 合 さ れ た 固 定 部 材 ２ １ と 、 該 固 定 部 材
２ １ に 対 し て 回 動 自 在 に 連 結 さ れ た 可 動 部 材 ２ ２ と を 有 し て い る 。 固 定 部 材 ２ １ と 可 動 部
材 ２ ２ と は 、 外 輪 と 内 輪 の 関 係 を な し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 固 定 部 材 ２ １ は 上 記 ハ ウ ジ ン グ ６ に 螺 合 さ れ る 円 筒 部 か ら 一 つ の 直 径 線 の 位 置 で 軸 線
方 向 に 延 出 す る 一 対 の 腕 部 ２ ３ を 有 し 、 該 腕 部 ２ ３ に て リ ン グ 状 の 可 動 部 材 ２ ２ と 一 対 の
ピ ン 部 材 ２ ４ に よ っ て 回 動 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 又 、 該 可 動 部 材 ２ ２ は 上 記 一 対 の ピ ン
部 材 ２ ４ と 直 角 な 位 置 関 係 に あ る 他 の 一 対 の ピ ン 部 材 ２ ５ に よ っ て 上 記 第 一 継 手 部 １ ０ の
外 部 材 の 延 長 腕 部 １ ６ と 回 動 自 在 に 連 結 さ れ て い る 。 上 記 可 動 部 材 ２ ２ と 上 記 固 定 部 材 ２
１ そ し て 外 部 材 １ ２ と の 接 面 は 図 １ （ Ｂ ） の ご と く 互 い に 平 坦 面 を な し て い て 、 ピ ン 部 材
２ ４ そ し て ピ ン 部 材 ２ ５ ま わ り の 回 動 が 上 記 平 坦 面 で の 摺 動 に よ っ て 安 定 し て 行 な わ れ る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 可 動 部 材 ２ ２ は 、 リ ン グ 状 に 中 空 と な っ て い て 、 そ の 中 空 空 間 内 に は 、 中 継 器 ３ か ら
の テ ー ル ケ ー ブ ル ４ の 巻 回 さ れ た 可 撓 部 ４ Ａ の 一 部 を 収 容 し て い る 。 テ ー ル ケ ー ブ ル ４ は
、 金 属 管 に よ り 保 護 さ れ て い て 剛 性 が 高 い の で 、 か か る 巻 回 部 分 を 形 成 す る こ と に よ っ て
可 撓 性 を 得 て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 、 上 記 第 一 及 び 第 二 継 手 部 の 範 囲 を 外 部 か ら 保 護 す る た め に 、 蛇
腹 状 の ゴ ム 製 の 可 撓 カ バ ー ２ ６ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の よ う な 本 実 施 形 態 装 置 に あ っ て は 、 ケ ー ブ ル に 曲 げ の 外 力 が 作 用 し た と き に は 、 第 一
継 手 部 １ ０ そ し て 第 二 継 手 部 ２ ０ に お い て 、 各 ピ ン 部 材 ま わ り に 回 動 し て 、 ケ ー ブ ル 全 体
と し て 大 き く 屈 曲 す る こ と が 可 能 と な る 。 例 え ば 、 図 ２ に お い て は 、 紙 面 に 平 行 な 面 内 で
の 曲 げ 外 力 を 受 け て い て 、 紙 面 に 対 し 直 角 な 方 向 の ピ ン 部 材 １ ３ （ 図 １ （ Ａ ） 参 照 ） そ し
て ピ ン 部 材 ２ ５ ま わ り に 回 動 す る 。 勿 論 、 曲 げ 外 力 の 方 向 が 周 方 向 に ず れ た 面 内 で 作 用 す
れ ば 、 第 一 継 手 部 １ ０ で は 両 ピ ン 部 材 １ ３ ， １ ４ ま わ り に 、 そ し て 第 二 継 手 部 ２ ０ で は 両
ピ ン 部 材 ２ ４ ， ２ ５ ま わ り に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
か く し て 、 本 実 施 形 態 で は 、 両 継 手 部 １ ０ ， ２ ０ で の 回 動 に よ り ケ ー ブ ル は 大 き く 屈 曲 で
き る 。 そ し て 、 テ ー ル ケ ー ブ ル ４ の 可 撓 部 ４ Ａ は そ の 一 部 が 第 二 継 手 部 ２ ０ の 可 動 部 材 ２
２ の 内 部 空 間 内 に 収 め ら れ る の で 、 装 置 は ケ ー ブ ル の 長 手 方 向 で 上 記 可 撓 部 ４ Ａ の た め の
空 間 を 別 途 形 成 す る 必 要 が な く 上 記 長 手 方 向 で の 大 幅 な 小 型 化 が な さ れ 、 装 置 の 軽 減 化 と
も な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
＜ 第 二 実 施 形 態 ＞
次 に 、 図 ３ に 示 す 第 二 実 施 形 態 は 、 図 １ の 第 一 実 施 形 態 に 比 し 、 第 二 継 手 部 ３ ０ に お い て
、 固 定 部 材 と 可 動 部 材 が 並 ん で 配 置 さ れ て い る 点 に 大 き な 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
中 継 器 ３ の ハ ウ ジ ン グ ６ に 固 定 さ れ た 固 定 部 材 ３ １ と 、 こ れ に 並 設 さ れ た リ ン グ 状 の 可 動
部 材 ３ ２ と は 、 周 方 向 の 複 数 位 置 （ 図 示 の 例 で は 六 箇 所 ） で 軸 線 方 向 に 延 び る ロ ッ ド ３ ３
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で 連 結 さ れ て い る 。 該 ロ ッ ド ３ ３ は 軸 部 ３ ３ Ａ の 一 端 に 球 部 ３ ３ Ｂ を 有 し 、 他 端 に は ね じ
部 ３ ３ Ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 固 定 部 材 ３ １ に は 対 応 位 置 に 貫 通 孔 が 形 成 さ れ 、 こ の
貫 通 孔 は 上 記 ロ ッ ド ３ ３ の 球 部 ３ ３ Ｂ の 直 径 に 等 し い 円 筒 内 面 ３ １ Ａ と 球 座 面 ３ １ Ｂ を 有
し て お り 、 図 ３ の 状 態 に あ っ て は 上 記 ロ ッ ド ３ ３ の 球 部 ３ ３ Ｂ は 上 記 球 座 面 ３ １ Ｂ に 接 面
し て い る 。 そ し て 、 上 記 ロ ッ ド ３ ３ の ね じ 部 ３ ３ Ｃ は 可 動 部 材 ３ ２ に 螺 合 取 付 け さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 記 固 定 部 材 ３ １ と 可 動 部 材 ３ ２ が 形 成 す る 中 空 空 間 内 に は 、 テ ー ル ケ ー ブ ル ４ の 巻 回 さ
れ た 可 撓 部 ４ Ａ が 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 実 施 形 態 で は 、 上 記 可 動 部 材 ３ ２ と 第 一 継 手 部 １ ０ の 外 部 材 １ ２ と が 、 上 記 可 動 部 材 ３
２ と 固 定 部 材 ３ １ と を 連 結 し て い る ロ ッ ド ３ ３ と 同 じ 形 態 の ロ ッ ド ３ ４ で 連 結 さ れ て い る
。 こ の ロ ッ ド ３ ４ も 、 軸 部 ３ ４ Ａ 、 球 部 ３ ４ Ｂ そ し て ね じ 部 ３ ４ Ｃ を 有 し 、 球 部 ３ ４ Ｂ で
可 動 部 材 ３ ２ と 係 合 し 、 ね じ 部 ３ ４ Ｃ で 上 記 外 部 材 １ ２ に 螺 合 取 付 け さ れ て い る 。 上 記 ロ
ッ ド ３ ４ は 、 ロ ッ ド ３ ３ と 周 方 向 で 同 一 位 置 に 配 置 す る こ と は 可 動 部 材 ３ ２ の 厚 み を 大 き
く す る こ と と な る の で 、 隣 接 せ る ロ ッ ド ３ ３ の 間 に 位 置 す る よ う に 周 方 向 に 分 布 し て い る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
又 、 上 記 第 一 継 手 部 １ ０ は 、 外 部 材 １ ２ が 図 １ に お け る ス カ ー ト 部 １ ５ を 有 し て い な い 点
、 そ し て ロ ッ ド ３ ４ が 螺 合 さ れ て い る 点 に お い て 図 １ の 場 合 と 異 な る が 、 そ の 他 の 点 は 同
一 な の で 、 共 通 部 位 に 同 一 符 号 を 付 し そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 実 施 形 態 に お い て 、 ケ ー ブ ル が 曲 げ の 外 力 を 受 け る と 、 上 記 ロ ッ ド ３ ３ ， ３ ４ は そ の 球
部 ３ ３ Ｂ ， ３ ４ Ｂ が 固 定 部 材 ３ １ そ し て 可 動 部 材 ３ ２ の 球 座 面 に て 球 面 す べ り 回 転 し 、 そ
の 結 果 、 可 動 部 材 ３ ２ は 固 定 部 材 ３ １ に 対 し 、 外 部 材 １ ２ は 可 動 部 材 ３ ２ に 対 し 、 回 動 す
る よ う に な る 。 そ の 際 、 周 方 向 位 置 に よ っ て 、 可 動 部 材 ３ ２ と 固 定 部 材 ３ １ と の 距 離 、 さ
ら に は 、 外 部 材 １ ２ と 可 動 部 材 ３ ２ と の 距 離 が 、 そ れ ぞ れ 異 な る の で 、 そ の 差 分 は 、 図 ４
の ご と く 上 記 ロ ッ ド ３ ３ ， ３ ４ の 球 部 ３ ３ Ｂ ， ３ ４ Ｂ が 固 定 部 材 ３ １ そ し て 外 部 材 １ ２ の
貫 通 孔 部 の 円 筒 内 面 上 を 軸 線 方 向 に 摺 接 移 動 す る こ と に よ り 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 発 明 に お い て 、 第 二 継 手 部 の 中 空 空 間 に 収 め ら れ る テ ー ル ケ ー ブ ル の 可 撓 部 は 巻 回 さ れ
て い る こ と を 要 し な い 。 テ ー ル ケ ー ブ ル の 剛 性 に よ っ て 、 可 撓 部 の 形 態 は 変 っ て く る も の
で あ り 、 例 え ば 、 剛 性 の 低 い も の に あ っ て 巻 回 す る こ と な く 直 線 状 と な っ て い る も の も あ
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
又 、 引 留 体 の 軸 体 は 、 球 頭 部 で あ る 必 要 は な く 、 円 錐 頭 部 で も よ く 、 要 は 中 間 部 材 内 で 回
動 が 可 能 な 形 状 な ら ば 良 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 以 上 の よ う に 自 在 継 手 を 第 一 継 手 部 と 第 二 継 手 部 に 設 け た の で 、 全 屈 曲 角 が き
わ め て 大 き く 確 保 で き る 一 方 で 、 第 二 継 手 部 を 輪 体 と し て そ の 中 空 空 間 内 に テ ー ル ケ ー ブ
ル の 可 撓 部 を 収 め る こ と と し た の で 、 該 可 撓 部 を 収 め る た め の 空 間 を 別 途 ケ ー ブ ル の 長 手
方 向 で 第 二 継 手 部 に 隣 接 し て 設 け る こ と を 要 し な い の で 、 そ の 分 だ け 上 記 長 手 方 向 で の 寸
法 が 短 縮 化 さ れ 、 装 置 の 小 型 化 か つ 軽 量 化 が 図 れ る 。 そ の 結 果 、 ケ ー ブ ル 敷 設 に 備 え た 取
扱 い そ し て ケ ー ブ ル 敷 設 時 あ る い は 引 上 時 の 作 業 性 が 向 上 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 装 置 の 断 面 を 示 し 、 （ Ａ ） は ケ ー ブ ル の 軸 線 を 含 む 面 で の
断 面 図 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） に お け る Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ り 、 又 （ Ａ ） は （ Ｂ ） に お け る Ａ － Ａ
線 で 断 面 さ れ て い る 。
【 図 ２ 】 図 １ 装 置 の 屈 曲 時 の 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 形 態 装 置 の 断 面 を 示 し 、 （ Ａ ） は ケ ー ブ ル の 軸 線 を 含 む 面 で の
断 面 図 、 （ Ｂ ） は （ Ａ ） に お け る Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ り 、 又 （ Ａ ） は （ Ｂ ） に お け る Ａ － Ａ
線 で 断 面 さ れ て い る 。
【 図 ４ 】 図 ３ 装 置 の 屈 曲 時 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ケ ー ブ ル
２ 　 引 留 体
３ 　 中 継 器 （ 海 中 器 機 ）
４ 　 テ ー ル ケ ー ブ ル
４ Ａ 　 可 撓 部
７ 　 軸 体
１ ０ 　 第 一 継 手 部
１ １ 　 中 間 部 材
１ ２ 　 外 部 材
２ ０ 　 第 二 継 手 部
２ １ 　 固 定 部 材
２ ２ 　 可 動 部 材
２ ４ 　 ピ ン 部 材
２ ５ 　 ピ ン 部 材
２ ６ 　 可 撓 カ バ ー
３ ０ 　 第 二 継 手 部
３ １ 　 固 定 部 材
３ ２ 　 可 動 部 材
３ ３ 　 ロ ッ ド
３ ３ Ａ 　 軸 部
３ ３ Ｂ 　 球 部
３ ４ 　 ロ ッ ド
３ ４ Ａ 　 軸 部
３ ４ Ｂ 　 球 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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